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平成20年 7月（2）�平成20年７月（3）�
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国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
方
す
べ
て
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
　

　
保
険
料
の
納
付
を
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
ら
れ
た

と
き
の
老
齢
基
礎
年
金
や
万
が
一
の
と
き
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。�

　
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」や

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。�

　
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度
の
所
得
審
査
は
、

申
請
者
本
人
の
ほ
か
配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
も
審

査
の
対
象
と
な
る
た
め
、一
定
所
得
以
上
の
所
得
が
あ

る
親
と（
世
帯
主
）と
同
居
し
て
い
る
若
年
者
は
、
保

険
料
免
除
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。�

　
他
の
年
齢
層
と
比
べ
て
所
得
が
少
な
い
若
年
層（
20

代
）の
方
が
、
保
険
料
免
除
制
度
を
利
用
で
き
ず
将
来
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
、
保
険
料
の
後
払
い
が
で
き
る
制
度
が「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」で
す
。�

　
若
年
者
納
付
猶
予
は
、
申
請
者
本
人
と
配
偶
者
の

み
で
所
得
要
件
を
審
査
し
ま
す（
所
得
基
準
は
、
全
額

免
除
と
同
じ
で
す
。
）�

　
こ
の
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
時
期
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
老

齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
ら
な

い
よ
う
に
、
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す（
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納

す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
し
た
期
間

に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の

追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
）。�

　
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
窓
口
は
、
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
す（
原
則
と
し

て
毎
年
度
手
続
き
が
必
要
で
す
）。�

�

　
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
社
会
保
険
事
務
所
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。�

�

　
延
岡
社
会
保
険
事
務
所�

　
　
　
　
　
　
1
０
９
８
２ - 

21 - 

５
４
２
４�
�

�

　
去
る
５
月
28
日(
水)

午
後
４
時
か
ら
ニ
ュ
ー
ホ

ー
プ
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室
に
お
い
て
、
旧
豊
見

城
村（
豊
見
城
市
）と
旧
北
郷
村（
美
郷
町
北
郷

区
）が
結
ん
だ
昭
和
63
年
の
姉
妹
都
市
盟
約
締

結
よ
り
20
周
年
を
迎
え
る
の
を
機
に
、
現
豊
見

城
市
と
美
郷
町
に
お
い
て
盟
約
更
新
の
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
調
印
式
は
総
務
課
長
の
経
過
報
告
の
後
、
金

城
豊
明
市
長
、
林
田
敦
町
長
に
よ
り
姉
妹
都
市

提
携
盟
約
書
に
署
名
、
調
印
が
な
さ
れ
両
市
町

の
友
好
を
永
遠
に
と
固
い
握
手
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。�

　
そ
の
後
、
出
席
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き

お
こ
る
な
か
、
美
郷
町
旗
と
豊
見
城
市
旗
が
交

換
・
披
露
さ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
会
場
を
改
善
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
記

念
式
典
と
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
両
市
町
長
は
、

「
児
童
疎
開
が
縁
で
続
い
て
き
た
交
流
が
相
互
の

信
頼
と
理
解
の
も
と
に
今
後
も
変
わ
る
こ
と
な

く
友
好
、
親
善
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
本
町
の
神
楽
、
民
謡
、
練
り
踊
り
、

コ
ー
ラ
ス
、
青
年
エ
イ
サ
ー
な
ど
に
会
場
は
盛
り

上
が
り
、
最
後
に
は
市
長
、
町
長
、
同
窓
生
他
で

の
踊
り
の
輪
が
で
き
こ
れ
か
ら
の
両
市
町
の
友
好

の
絆
が
よ
り
深
ま
る
こ
と
を
約
束
し
姉
妹
都
市

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
き
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。�

��

ＪＡ日向森田部会長と関係者�

大
雄
寺
の
雲
版
　
昭
和
40
年
指
定�

�

　
明
徳
２
年(

１
３
９
１)

の
紀
年
銘
を
も
つ
銅
製

の
法
具
で
、
輪
郭
を
雲

の
形
に
す
る
こ
と
か
ら

こ
の
名
が
あ
り
、
寝
起

き
や
食
事
、
座
禅
の
時

間
な
ど
を
知
ら
せ
る

た
め
に
打
ち
鳴
ら
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　(

西
郷
区)�

�����

神
門
神
社
の
板
絵
著
色
観
音
菩
薩
御
正
体
と�

銅
鏡
三
十
三
面 

　
昭
和
40
年
指
定�

�

　
杉
材
の
一
枚
板
に
彩
色
で
観
音
坐
像
を
描
い
た
も
の
で
、
裏
面
に
応

永
８
年(

１
４
０
１)

に「
三
門
大
明
神
御
正
体
」と
し
て
描
か
れ
た
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
す
。�

　
指
定
の
銅
鏡
三
十
三
面
は
、
漢
、
隋
、
唐
式
の
鏡
か
ら
平
安
以
降
江

戸
に
わ
た
る
各
時
代
の
鏡
で
、
傷
跡
も
無
く
全
て
大
切
に
現
在
へ
と
伝

え
ら
れ
、
鏡
を
と
お
し
た
交
易
や
文
化
等
の
研
究
に
お
け
る
大
変
貴
重

な
資
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。(

南
郷
区)�

 (

文
化
財
保
護
調
査
委
員
会)�

��

　
５
月
最
終
水
曜
日
に
全
国
で
行
わ
れ

て
い
る
住
民
総
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
今
年
も
美

郷
町
３
区
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
ま
し
た（
５

月
２８
日
）。�

　
午
後
か
ら
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
各
地
区
で
は
お
寺
の
階
段
上
り
や

ダ
ン
ス
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
な
ど
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
運
動
・
競
技
が
行
わ
れ
、

０
歳
児
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
き
っ
か
け
に
運

動
を
通
し
て
の
健
康
づ
く
り
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。�

�



平成20年７月（4）�平成20年７月（5）�

��

�

　
前
回
は「
会
計
に
つ
い
て
」の
話

を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
２
で
は「
歳

入（
さ
い
に
ゅ
う
）」に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。�

　
歳
入
は
、
役
場
に
設
置
し
て
い

る
各
会
計
の
一
年
間
の
収
入
を
表

す
言
葉
で
、
収
入
の
主
な
も
の
に

は
税
金
等
が
あ
り
ま
す
。�

　
そ
れ
で
は
、
平
成
20
年
度
美
郷

町
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
を
題
材

と
し
て
内
容
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。�

　
左
の
表
内
に
平
成
20
年
度
の
一

般
会
計
歳
入
予
算
の
内
訳
を
示
し

て
い
ま
す
が
、
総
額
は
77
億
５
、
８

０
０
万
円
で
、
①
か
ら
⑧
ま
で
の
小

計
16
億
７
、
５
１
５
万
２
千
円
は
、

自
主
財
源
と
呼
ば
れ
、
町
が
自
主

的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
財

源
で
す
。�

　
一
方
、
⑨
か
ら
⑭
ま
で
の
60
億
８
、

２
８
４
万
８
千
円
は
、
依
存
財
源

と
呼
ば
れ
、
国
や
県
な
ど
の
意
思

に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
た
り
、
割
当
て

を
さ
れ
る
収
入
で
す
。�

　
当
初
予
算
で
は
自
主
財
源
と
依

存
財
源
の
割
合
は
約
２
対
８（
21
・

59
％
と
78
・
41
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
で
は
、
今
回
は
自
主
財
源
の
内

容
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。�

　
自
主
財
源
の
中
で
一
番
大
き
な

財
源
は
①
町
税
で
、
当
初
予
算
で
は

６
億
７
８
５
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。�

　
町
税
は
歳
入
全
体
の
７
・
８
％
を

占
め
て
お
り
、
予
算
総
額
で
も
３
番

目
に
大
き
い
歳
入
財
源
で
す
。�

　
２
番
目
に
大
き
い
の
は
⑥
繰
入

金
で
、
町
が
設
置
し
て
い
る
基
金
等

か
ら
一
般
会
計
へ
繰
入
れ
る
費
目
で
、

当
初
予
算
で
は
基
金
か
ら
４
億
５
、

３
２
９
万
円
の
繰
入
を
含
む
、
総
額

４
億
５
、
６
５
８
万
９
千
円
を
予
算

化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
金
額
は
全
体

予
算
の
５
・
８
％
を
占
め
５
番
目
に

大
き
な
歳
入
財
源
で
す
。
　�

　
３
番
目
に
大
き
い
⑧
諸
収
入
は
、

農
林
業
振
興
等
の
た
め
各
団
体
等

へ
貸
し
付
け
た
貸
付
金
の
元
利
収

入
金（
町
へ
の
返
済
金
）や
農
業
者

年
金
基
金
、
老
人
ホ
ー
ム
で
の
他

市
町
村
者
の
受
入
等
、
事
業
の
受

託
収
入
が
主
な
も
の
で
す
。
予
算

額
は
３
億
１
、
２
８
０
万
５
千
円
で

４
・
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

②
分
担
金
及
び
負
担
金
は
、
土
地

改
良
事
業
に
対
す
る
受
益
者
の
分

担
金
や
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
社

会
福
祉
事
業
に
対
す
る
利
用
者
の

負
担
金
が
あ
り
ま
す
。�

③
使
用
料
及
び
手
数
料
は
、
町
民

が
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
公
共

施
設
の
使
用
料
や
戸
籍
証
明
等
に

係
る
手
数
料
等
が
あ
り
ま
す
。�

④
財
産
収
入
は
、
町
が
所
有
し
て

い
る
財
産
に
対
す
る
貸
付
収
入
で
、

町
有
地
や
住
宅
等
の
貸
付
が
あ
り

ま
す
。�

⑤
寄
附
金
は
、
町
に
対
す
る
寄
附

金
で
す
。�

⑦
繰
越
金
は
前
年
度
か
ら
の
繰
越

さ
れ
る
剰
余
金
で
、
平
成
20
年
度

予
算
で
は
、
平
成
19
年
度
中
の
経

費
節
減
効
果
や
交
付
税
の
最
終
交

付
額
を
推
計
し
た
上
で
、
１
億
７
、

０
０
０
万
円
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。�

　
自
主
財
源
の
話
は
以
上
で
す
。

次
回
は
依
存
財
源
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。�

���

●
日
　
時�

　
平
成
20
年
７
月
12
日（
土
曜
日
）�

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時�

�

●
場
　
所�

　
西
郷
区
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー�

　
美
郷
町
西
郷
区
田
代
１
８
７
０�

　　�
1（
０
９
８
２
）66 - 

２
１
３
０�

�

●
内
　
容�

１
．福
祉
機
器
・
用
具
の
展
示�

　
　
車
椅
子
・
ベ
ッ
ド
・
杖
・
シ
ュ
ー
ズ
・
お
む
つ
・
手
す
り
等
い
ろ
い

　
ろ
な
福
祉
用
具
が
集
ま
り
ま
す
。�

　�２
．介
護
用
品
を
活
用
し
て
、ら
く
ら
く
介
護
体
験
！�

　
　
介
護
用
品
を
活
用
し
て
ベ
ッ
ト
か
ら
車
椅
子
へ
の
移
動
体
験

　
な
ど
が
で
き
ま
す
。�

　
　
寸
劇
あ
り
ま
す
。�

�

３
．介
護
食
屋
台�

　
　 

噛
み
砕
き
・
飲
み
込
み
の
悪
い
人
も
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。�

　 

試
食
で
き
ま
す
。�

�

４
．な
ん
で
も
相
談�

　
　
介
護
保
険
制
度
・
福
祉
用
具
に
つ
い
て
な
ど
ス
タ
ッ
フ
が
相
談

　
に
応
じ
ま
す
。�

�【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

　
入
郷
地
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
会
　
事
務
局�

　
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
西
郷
事
業
所（
奈
須
）�

　
　
　
　
1（
０
９
８
２
）66� - 

２
４
６
４
　�

　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
９
８
２
）66� - 

２
４
６
５
　��

●
主
催
　
入
郷
地
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
会�

��

　
次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
自
衛
官
募
集
相

談
員
又
は
自
衛
隊
日
向
募
集
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

　
去
る
５
月
26
日
に
役
場
・
町
長

室
に
お
い
て
、
自
衛
官
募
集
相
談

員
委
嘱
状
交
付
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
自
衛
官
募
集
相
談
員

は
、「
個
人
の
好
意
に
基
づ
い
て

志
願
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、

地
方
協
力
本
部
の
行
う
募
集
の

為
の
一
般
的
及
び
個
人
的
広
報
に

関
す
る
援
助
を
依
頼
す
る
」役
割

を
担
っ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
っ
て
い
ま
す
。
任
期
は
２
か

年
と
な
っ
て
お
り
、
美
郷
町
の
相

談
員
は
次
の
４
名
の
方
々
で
す
。�



平成20年７月（6）�平成20年７月（7）�

��

�

　
国
税
局
や
税
務
署
で
は
、
今
年

も
高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関

す
る
作
文
を
募
集
し
ま
す
。�

�

　
テ
ー
マ
は
、�

①
税
や
税
務
署
に
つ
い
て
の
意
見�

②
税
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
に

　
関
す
る
意
見
や
感
想�

③
税
務
署
や
公
共
的
な
施
設
を
見

　
学
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の

　
体
験
や
印
象�

④
税
に
か
か
わ
る
家
族
の
体
験
談

　
や
周
り
の
方
の
話
を
聞
い
て
、
自

　
分
が
考
え
た
こ
と�

�

　
な
ど
、
税
に
関
す
る
こ
と
で
あ

れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。�

　
字
数
は
２
千
字
程
度
で
、
締
切

り
は
９
月
８
日（
月
）と
な
っ
て
い

ま
す
。�

　
ま
た
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
作

文
に
つ
い
て
は
、
全
国
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
及
び
国
税
庁
に
お
い

て
同
じ
内
容
の
テ
ー
マ
で
募
集
し

て
お
り
、
字
数
は
千
２
百
字
以
内
で
、

締
切
り
が
９
月
上
旬
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

高
校
生
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
奮
っ

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
税
に
関
す
る
作
文
の
募

集
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に
な

り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

国
税
局
や
延
岡
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。�

�

・
熊
本
国
税
局�

　
国
税
広
報
広
聴
室�

1
０
９
６
‐
３
５
４
‐
６
１
７
１�

・
延
岡
税
務
署�

1
０
９
８
２
‐
32
‐
３
３
０
１
　��������

�

　
家
屋
を
新
増
築
又
は
取
り
壊
し

た
場
合
、
原
則
本
人
の
届
出
が
必

要
で
す
。�

　
届
出
を
行
な
わ
な
い
で
い
る
と
、

ず
っ
と
税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
で

い
た
り
、
後
で
ま
と
め
て
税
が
課

税
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

��

������������������

国民健康保険税は、次の４つの方式により課税されます。�
　１．世帯の収入に応じて計算される所得割　 ：　前年の総所得金額から基礎控除額を引いた額×税率�
　２．世帯の資産に応じて計算される資産割　 ：　土地・家屋の固定資産税×税率�
　３．加入者数に応じて計算する均等割　　　：　被保険者１人当たり�
　４．１世帯にいくらと計算する平等割　　　　：　１世帯当たり（世帯を単位に計算）�
�
�
�
�
�
●国民健康保険税は、医療分と支援金分と介護分を合算した額が課税されます。�
　※医療・支援金分対象者…74歳までの方全て�
　※介護分対象者…40歳～64歳までの方（本年度に65歳になる方は年度当初に月割りで減額�
　　　　　　　　　計算します。40歳になる方は誕生日の翌月から介護分が開始となります。）�
�
●国民健康保険税　税率決定状況�
 �
�
�
�
�
�
　☆１世帯あたりの国民健康保険税：平成19年度124,862円→平成20年度120,793円　4,069円の減�
　☆１人あたりの国民健康保険税：平成19年度68,489円→平成20年度71,443円　2,954円の増�
�
●軽減世帯�
　国民健康保険税には、所得・人数に応じて『７割』、『５割』、『２割』の軽減が受けられる世帯があります。　　　　
　（注意）　世帯に未申告者がいると軽減となりません。�
�
●限度額�
　国民健康保険税は、医療分【47万円】、支援金分【12万円】、介護分【9万円】が限度額となります。国民健康保険
税を納税する世帯の最高限度額は、合計【68万円】（３万円増）となります。�
�
●国民健康保険税の納期�
　年間分を６月から３月の10期に分けて納入していただきます。�
　ただし、国民健康保険税の年金からの特別徴収対象者の方については、６月～９月までは従来どおり納付書（口
座振替の方は口座振替）で納付していただき、10月より年金からの特別徴収となります。　　　　　�
※特別徴収の対象者については別途通知をいたします。�

　　　　　　�

�
　
農
業
所
得
申
告
に
関
し
て
は
、

全
て
収
支
計
算
で
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。�

　
経
費
を
把
握
し
て
い
な
い
と
申

告
の
と
き
に
不
利
に
な
り
、
国
民

健
康
保
険
税
、
住
民
税
に
影
響
が

出
て
き
ま
す
。�

　
も
う
す
で
に
、
農
業
関
係
の
経

費
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
領
収
書
の
保
管
と
帳
簿
記

載
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。�

�

※後期高齢者（長寿）医療保険制度の開始に伴い、平成20年度より国民健康保険税の内容が変更になります。�
�
 ◆国民健康保険税の改正点�
�
①後期高齢者支援金分が追加になります。�
　従来までの医療分と介護分に加えて、【後期高齢者（長寿）医療制度】の開始に伴い、�
後期高齢者の医療費を支援する【後期高齢者支援金分】が新たに追加されます。�
�
②賦課限度額が変更となります。�
　医療分56万円が47万円に変更になり、支援金分12万円が追加され、介護分9万円は変更ありません。　　　
合計は68万円となり、昨年より3万円多くなりました。�
�
③２割軽減の申請書の提出が不要となります。�
　平成19年度までは２割軽減該当者の方には、役場から申請書を送付し、申請があった後、２割軽減を行っていま
したが、平成20年度からは申請が不要となります。�
（該当者は当初から２割軽減措置を行います。）�
�
④年金から国民健康保険税の特別徴収を開始します。�
　【国民健康保険の世帯員全員が65歳以上75歳未満】で【年金を18万円以上受給】し【前年に多額の年金以外の
所得がない世帯】で【世帯主が国民健康保険の被保険者】で【世帯主の介護保険料が特別徴収の方】の世帯は特
別徴収の該当となります。�
�
※ただし、美郷町は10月から開始することとなりますので、６月～９月までは従来どおり納付書（口座振替の方
は口座振替）で納付していただき、10月より年金からの特別徴収となります。　　　�
特別徴収の対象者については別途通知をいたします。�
�
�



平成20年７月（8）�平成20年７月（9）�

１
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト�

　（
ス
モ
ッ
グ
）と
は
？�

�

　
一
般
的
に
は
、
夏
季
の
日
差
し
が
強
く
、

気
温
が
高
く
、
風
の
弱
い
日
の
昼
間
に
都

市
圏
内
に
お
い
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
自

動
車
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒

素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
に
太
陽
か
ら
の

強
い
紫
外
線
が
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

発
生
し
ま
す
。�

　
九
州
地
域
に
お
い
て
は
、
移
動
性
高

気
圧
が
張
り
出
す
春
や
秋
に
九
州
全
域

で
高
濃
度
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
が

観
測
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
発

生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
未
解
明

な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
春
や
秋
に
出

現
す
る
移
動
性
高
気
圧
下
で
下
降
気
流

に
よ
り
対
流
圏
へ
移
流
し
た
オ
ゾ
ン
が
地

上
付
近
ま
で
下
降
す
る
と
い
う
説
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
移
流
す
る
オ
ゾ
ン
と

し
て
は
、
成
層
圏
や
大
陸（
中
国
等
）か

ら
移
流
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

２
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
　

　
よ
る
健
康
被
害
は
？�

�

　
緊
急
影
響
と
し
て
、
目
へ
の
刺
激（
目

の
チ
カ
チ
カ
、
流
涙
等
）や
鼻
、の
ど
及
び

呼
吸
気
道
の
粘
膜
刺
激
が
主
症
状
で
す
。�

　
平
成
19
年
の
全
国
に
お
け
る
被
害
の

届
出
人
数
は
、
１
、
９
１
０
人
で
、
目
へ
の

刺
激
に
関
す
る
症
状（
痛
み
、
か
ゆ
み
、

チ
カ
チ
カ
す
る
、
充
血
、
流
涙
等
）と
、の

ど
に
関
す
る
症
状（
痛
み
、い
が
ら
っ
ぽ
い
、

咳
が
出
る
等
）が
多
い
ほ
か
、
息
苦
し
い

な
ど
の
症
状
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
い
ず
れ
も
洗
眼
、
う
が
い
、
帰
宅
、
安

静
等
に
よ
っ
て
回
復
し
、
入
院
治
療
を
要

す
る
よ
う
な
被
害
者
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。�

�
３
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
　
　

　
注
意
報
の
発
令
後
の
対
応
は
？�

　
　�

① 

発
令
後
の
基
本
的
な
対
応�

・ 

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
て
く
だ

　
さ
い
。�

・ 

病
弱
な
人
、
乳
児
、
老
人
な
ど
は
影
響

　
を
受
け
や
す
い
の
で
で
き
る
だ
け
屋
外

　
に
出
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。�

② 

被
害
を
受
け
た
と
き�

・ 

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
痛
い
と
き
は
、

　
水
道
水
で
洗
眼
く
だ
さ
い
。�

・ 

の
ど
の
痛
み
を
感
じ
た
と
き
は
、
う
が

　
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

・ 

洗
眼
や
、
う
が
い
を
し
て
も
良
く
な
ら

　
な
い
と
き
、
呼
吸
困
難
等
　
が
あ
る

　
と
き
は
、
医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ

　
さ
い
。�

��

　
宮
崎
地
方
法
務
局
の
左
記
の
庁
の
会
社
や
法

人
の
登
記
事
務
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
地
方
法
務
局

登
記
部
門
で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�

　
な
お
、
会
社
や
法
人
の
登
記
に
係
る
登
記
事

項
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
事
務（
動
産
・

債
権
譲
渡
登
記
に
係
る
概
要
記
録
事
項
証
明
書

の
交
付
事
務
を
含
む
。
）に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

現
在
の
取
扱
庁
で
も
取
り
扱
い
ま
す
。
　
ま
た
、

不
動
産
登
記
事
務
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

�【
現
在
の
取
扱
庁
】　
日
向
支
局�

�

　�

【
変
更
後
の
取
扱
庁
】�

�

●
名
称�

�

　 

宮
崎
地
方
法
務
局
　
登
記
部
門
　�

●
所
在�

�

　 

宮
崎
市
旭
２
丁
目
１
番
18
号�

�

●
変
更
予
定
年
月
日�

�
　 
平
成
20
年
８
月
25
日（
月
）�

�
�

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

�

宮
崎
地
方
法
務
局
登
記
部
門�

�

　 

1
０
９
８
５（
22
）５
２
２
９�

宮
崎
地
方
法
務
局
日
向
支
部�

�
　
1
０
９
８
２（
52
）２
９
４
４�

 � � � � � � � � � � ��

　
美
郷
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証（
保
険
証
）は
、
７
月
31
日
が

有
効
期
限
と
な
っ
て
お
り
、
８
月
１

日
か
ら
は
新
た
な
保
険
証
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
保
険
証
の
更
新
は
、

別
紙
日
程
に
よ
り
担
当
職
員
が
地

区
に
出
向
い
て
現
保
険
証
の
回
収
と
、

新
保
険
証
の
交
付
を
行
い
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
場
所
で
更
新
を
済
ま
せ

て
下
さ
い
。（
西
郷
区
に
お
い
て
は
、

特
定
健
診
実
施
会
場
に
て
更
新
を

行
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
受
診
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
）�

　
な
お
、
各
地
区
に
お
い
て
更
新
で

き
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
地
区

巡
回
終
了
後
に
、
各
支
所
に
お
い
て

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
必
ず
、
有
効

期
限
ま
で
に
更
新
を
済
ま
さ
れ
ま

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

全
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
自

宅
外
の
下
宿
、
寮
な
ど
に
住
所
を

変
更
し
て
い
る
学
生
の
方
に
つ
い
て

も
、
早
め
に
連
絡
を
し
、
更
新
を
し

て
下
さ
い
。�
�

 　平成20年７月11日（金）から７月20日（日）までの10
日間、「子どもの交通事故防止」、「飲酒、暴走、過労・
居眠り運転等無謀運転の防止」を重点として、宮崎
県独自の「夏の交通安全県民総ぐるみ運動」が実施
されます。��
　運動期間中はもちろん、日ごろから交通ルールを
守り、交通事故をなくしましょう。�
�
�

　防災行政無線放送などを通じてお知らせしていますよ
うに、６月１日から改正道路交通法が施行されましたので、
その内容を次のとおりお知らせします。��
��
①普通自転車の歩道通行要件の明確化��
②高齢運転者標識・聴覚障がい者標識の表示義務化�
③後部座席ベルトの着用義務化�
�



平成20年７月（10）�平成20年７月（11）�

食中毒の基本は、食中毒菌を�
１．つけない（清潔にする）�
２．増やさない（すぐに食べる。温度管理をする。）�
３.殺菌する（加熱、消毒する）この３原則を守ることです。�
�
 これがポイント　～家庭での食中毒対策～�
�
●手や調理器具は常に清潔に�
　・手をよく洗う。�
　・調理器具（包丁、まな板、ふきん、食器、スポンジなど）は洗剤、
　  流水でよく洗い、沸騰や塩素などで消毒する。�
�
●十分に加熱を�
　・食品を加熱する時は、中心部が75℃になってから１分以上  
　  加熱する。�
�
●冷蔵庫の過信は禁物�
　・冷蔵庫は10℃以下、冷凍庫はマイナス15℃以下に保つ。�
　・冷蔵庫や冷凍庫への詰めすぎに注意する。7割程度が目安で す。�
�
●生鮮食品に注意�
　・生鮮食品（肉、魚、野菜など）は新鮮なものを購入する。�
　・消費期限表示を確認する。�
　・温度管理が必要な食品（生もの、冷凍食品など）は最後に購 
　  入する。�
�
●調理後は速やかに食べる�
　・調理前、調理後に長く放置しない。�
　・残った食品を温め直す時は、十分に加熱する。�
　・時間のたちすぎた食品は捨てる。�
�
●※食中毒の疑いがあったら医師の診察を�
△医師にかかるまでに注意すること�
　・自己判断で薬などを使用しない。�

　暑さに向かってのストレスは春や秋に比
べ、体の蛋白質を多く消費させます。そう
めん、冷麦、かき氷といった低蛋白、低カ
ロリー食ばかりでは胃腸の活動を低下させ、
食欲不振から夏バテを引き起こします。�
�
 夏バテ防止法�

① 良質の蛋白質をとる�
　食欲がなければ、ご飯類のでんぷん質
を減らして良質の蛋白質（牛乳・チーズ・ヨ
ーグルト・卵・脂肪の少ない肉）を主とした
献立を立てましょう。�

② 水分の取りすぎに注意�
　ジュース・お茶類を飲みすぎると、胃酸
がうすめられ、また満腹を感じて食欲が落
ちてしまいます。特に甘いジュースはご用心。�

③ ビタミンBとCをとる�
　エネルギーのほとんどは、糖や脂肪が代
謝分解されて作られます。ビタミンB類はこ
の過程がスムーズに行われるように働いて
います。ビタミンB１は豚肉・うなぎ・玄米・
豆類に、ビタミンB２は卵・大豆・葉菜類に
ビタミンCは果物（みかん類・イチゴ）・野菜
に多く含まれます。�
　土用の丑の日のうなぎを食べる習慣も夏
ばて防止の理にかなったものです。今年の
丑の日は7月24日と8月5日です。�
�

　
病
気
や
け
が
な
ど
で
、
輸
血

を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
の
尊

い
生
命
を
救
う
た
め
、
日
本
赤

十
字
社
で
は
16
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
健
康
な
方
に
献
血
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。�

　
少
子
高
齢
社
会
が
進
ん
で
い

く
中
で
、
必
要
な
献
血
量
の
確

保
が
難
し
い
状
況
で
す
。
若
年

層
は
も
ち
ろ
ん
各
年
代
層
で
必

要
な
献
血
量
を
支
え
あ
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。�

　
夏
場
は
献
血
者
が
減
少
し
ま

す
。
血
液
は
長
期
保
存
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
特
に
献
血
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

�

１ 

目
的
　�

　
就
業
を
希
望
す
る
者
に
対
し
、

最
近
に
お
け
る
看
護
知
識
、
技
術

を
習
得
さ
せ
、
未
就
業
看
護
職
員

に
再
就
職
を
促
す
と
と
も
に
就

業
の
継
続
支
援
を
目
的
と
す
る
。�

�

２ 

開
催
期
間�

講
義
コ
ー
ス
　�

平
成
20
年
９
月
９
日
〜
10
月
30

日
の
う
ち
３
日
間�

�

演
習
コ
ー
ス
　�

平
成
20
年
９
月
16
日
〜
９
月
19

日
の
う
ち
４
日
間�

�

３ 

開
催
場
所�

社
団
法
人
　
宮
崎
県
看
護
協
会
、

看
護
等
研
修
セ
ン
タ
ー
、
宮
崎
県

立
看
護
大
学
臨
地
実
習
各
施
設�

�

４ 

受
講
資
格�

・ 

未
就
業
の
保
健
師
、
助
産
師
、

　
看
護
師
、
准
看
護
師
で
あ
っ
て
、

　
受
講
後
の
再
就
職
に
意
欲
的

　
な
方�

�

・ 

再
就
職
し
て
い
る
が
、
未
就
業

　
期
間
が
長
期
で
、
受
講
を
必
要

　
と
し
て
い
る
看
護
職
員�

�

・ 

原
則
と
し
て
各
コ
ー
ス
全
日
程

　
参
加
で
き
る
方�

�

５ 

主
催
　�

宮
崎
県
・
社
団
法
人
宮
崎
県
看
護

協
会�

�

６ 

参
加
料�

無
料（
た
だ
し
、
資
料
代
と
し
て

各
コ
ー
ス
１
，０
０
０
円
徴
収
）�

�
７ 
申
込
方
法�

　
指
定
の
申
込
用
紙
を
ご
記
入
の

上
、
郵
送
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

演
習
コ
ー
ス
は
定
員
に
な
り
次
第

募
集
を
終
了
し
ま
す
。
な
お
、
ナ

ー
ス
バ
ン
ク
に
求
職
登
録
さ
れ
て

い
な
い
方
は
事
前
に
登
録
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
ナ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

８ 

申
込
期
限�

平
成
20
年
８
月
21
日（
木
）�

�

９ 

申
込
お
よ
び
問
合
先�

社
団
法
人
宮
崎
県
看
護
協
会�

宮
崎
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー�

看
護
力
再
開
発
講
習
会
係�

〒
８８９ - 

２
１
５
５�

宮
崎
市
学
園
木
花
台
西
２
丁
目
４
―
６�

�

　  

1
０
９
８
５ - 
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４
５
２
５�

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
８
５ - 
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２
９
３
９�

�

　�
�

　
薬
物
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
で
悩

む
本
人
並
び
に
家
族
等
の
個
別
相
談
に
専

門
医
が
応
じ
ま
す
。
内
容
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。�

１ 

会
　
場�

宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー�

�

２ 

日
　
程�

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日
　
午
後
１
時
30

分
か
ら
４
時
ま
で（
予
約
制
）�

 

７
月
７
日
　
８
月
４
日
・
18
日
　
９
月
１
日�

10
月
６
日
・
20
日
　
11
月
17
日�

12
月
１
日
・
15
日
　
１
月
５
日
・
19
日�

 

２
月
２
日
・
16
日
　
３
月
２
日
・
16
日�

�

３ 

相
談
料
　
無
料�

�

４ 

相
談
員�

精
神
科
医
　
湯
地
博
幸�

（
医
療
法
人
慈
光
会
　
宮
崎
若
久
病
院
）�

精
神
科
医
　
比
江
島
誠
人
　�

（
医
療
法
人
ハ
ー
ト
ピ
ア
　
細
見
ク
リ
ニ
ッ
ク
）�

�

５ 

申
込
先�

宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー�

宮
崎
市
霧
島
１-

１-

２
　
宮
崎
県
総
合

保
健
セ
ン
タ
ー
４
階�

　
　
1
０
９
８
５ - 
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５
６
６
３
　�

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
８
５ - 

27 - 

５
２
７
６�

担
当
　
黒
木��

　精神科の病気、心の健康に関する問題など
精神保健一般のことについて精神科医と保健
師が相談に応じています。�
　ひとりで悩まず、まずは誰かに相談してみま
せんか？お気軽にご利用ください。�　　�
●日時�
　毎月第３火曜日　午後１時から３時　　�
　※事前に予約が必要です。�　　�
●場所　宮崎県日向保健所　　　　�　　�
●費用　無料�　　�
●申込先�
　日向保健所健康づくり課�
　1０９８２ - 52 - ５１０１�
　担当保健師　薗田�
�

　皆さんこんにちは。西郷歯科診
療所の寺田です。ここ美郷町西
郷に来て、満二年が過ぎて三年
目になりました。健康の源はまず
食事から。好き嫌いをせずに栄
養をバランス良く取る事です。�
　しかし、虫歯や歯周病にかかっ
てしまったら、よく噛めなくなり、食事が出来にくくなったり、
おっくうになったりします。虫歯になり穴が大きくなると食事
の時に、その穴に硬いものが入り込み痛みがあり、食事が
軟らかいものになりがちです。乳歯のある小・中学生の時期
は体の成長期でもあります。その時にバランスのよい食事
が出来ないと成長にも影響を与えます。�
　又、乳歯が早く抜けたり、根の先が化膿したりすると、歯
並びが凸凹になったり、永久歯の歯冠（歯の頭）に悪影響を
与えたりします。乳歯だからと言わないで大切にして下さい。
今後ともよろしくお願いします。　　　�
 �
 �



平成20年７月（12）�平成20年７月（13）�

★準備するもの　室内用シューズ・タオル・運動のできる服装・水分補給用お茶、水�
★参加費用　 200円�

31日（木）�
�

　「
病
気
は
自
覚
症
状
で
判
断
し
て
い
る
」と
い
う
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
自
覚
症
状
が
出
る
前
に
、
体
の
中
で
は

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。�

�

尿
酸
値
が
高
い 

↓ 

血
管
を
痛
め
る
材
料
と
な
り
ま
す
。�

�

高
血
圧
で
あ
る 

↓ 

血
管
が
破
れ
る
条
件
と
な
り
ま
す
。�

�

高
Ｌ
Ｄ
Ｌ
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
　�

低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル�

高
中
性
脂
肪�

　
　
　
　
　
　
←
　 �

こ
れ
ら
は
、血
管
が
つ
ま
る
材
料
と
な
り
ま
す
。�

�

　
血
管
の
傷
み
の
進
行
を
早
期
に
発
見
す
る
に
は
、
健
診
を

受
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
健
診
は
、
数
日
間
各
区
に
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
40
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
国
保
の
方
は
必
ず
、
ま
た
そ
の
年
齢
以
外
の
方

で
対
象
と
な
る
方
も
進
ん
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。�

�【
お
問
い
合
せ
先
】　
　�

西
郷
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
1 
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３
６
１
３�

南
郷
保
健
セ
ン
タ
ー   

1 

68 - 

４
０
７
０�

北
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
　
1 

62 - 

６
２
０
２���

�

　誰にでも楽しめ、腰痛・肩こり・膝痛予防・ダイエット・ストレス発散に効果的な運動教室を行っています。みんな
で健康の輪を広げましょう。�

　昨年に引き続き、今年も「みさとメタボリック大作戦！2008」を行います。�
詳しくは、後日ご案内いたします。�
　昨年参加されなかった方も、ご自分の健康管理のため、今年はぜひご参加ください。�
�

７月から特定健診
が始まります！�
詳しい日程は、今月
号の「７月保健事業
予定表」をご覧くだ
さい�

林　幸子先生�



平成20年７月（14）�平成20年７月（15）�

�

�

　
６
月
１
日（
日
）に
、
神
門
下

区（
上
名
木
・
下
名
木
・
黒
岩

山
麦
・
吾
渡
）を
対
象
に
、「
土

砂
災
害
・
全
国
統
一
防
災
訓
練
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
近
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨

に
よ
り
全
国
各
地
で
毎
年
約
１
，

０
０
０
件
の
土
砂
災
害
が
発

生
し
、
多
く
の
犠
牲
者
が
生
じ

て
い
ま
す
。�

　
土
砂
災
害
に
対
す
る
警
戒

避
難
体
制
の
整
備
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
地
域
住
民
、
町
、

県
、
国
、
防
災
関
係
機
関
に
よ

る「
土
砂
災
害
・
全
国
統
一
防

災
訓
練
」が
全
国
的
に
実
施
さ

れ
、
今
回
初
め
て
美
郷
町
南

郷
区
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
大
雨
に
よ
り
土

砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ

た
と
の
想
定
で
、
避
難
勧
告
を

発
令
し
、
３
部
及
び
本
部
員
の

誘
導
に
よ
り
下
区
集
会
セ
ン

タ
ー
ま
で
住
民
の
方
の
避
難

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
途
中
、

負
傷
者
が
発
生
し
た
と
の
想

定
で
、
臨
時
の
担
架
に
よ
る
搬

送
後
、
救
急
搬
送
車
に
よ
る

移
送
も
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
日
赤
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
や

救
急
蘇
生
講
習
会
、
保
健
士

に
よ
る
健
康
診
断
や
防
災
教

育
ビ
デ
オ
上
映
等
が
あ
り
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス（
炊
飯
袋
）を
使

っ
た
炊
き
出
し
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
用

方
法
等
に
興
味
深
げ
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
大
雨
や

台
風
に
よ
る
災
害
の
発
生
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
防
災
は
日

頃
か
ら
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

一
度
近
く
の
避
難
所
へ
の
避
難

方
法
や
経
路
等
に
つ
い
て
、
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。�

�

　
今
年
も
真
夏
の
長
距
離
記
録
会『
百

済
の
里
．山
霧
ロ
ー
ド
ラ
ン
』大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
昨
年
ま
で

「
百
済
の
里
　
長
距
離
記
録
会
」と
し
て

開
催
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

愛
好
者
同
士
の
ふ
れ
あ
い
と
親
睦
を
深
め
、

自
分
の
記
録
に
挑
戦
し
、
楽
し
ん
で
走
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
７
月
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。�

　
コ
ー
ス
は
国
道
３
８
８
号
を
使
用
し
、

距
離
は
男
女
と
も
５
km
で
、
参
加
者
全

員
に
記
録
表
を
発
行
し
ま
す
。
競
技
終

了
後
に
は
交
流
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

　
開
催
概
要
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

●
開
催
日
時
：
平
成
２０
年
　
７
月
１３
日（
日
）【
雨
天
決
行
】�

　
　
　
　
　
　
受
　
　
付
　
Ａ
Ｍ
８
：
００
〜�

　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
　
Ａ
Ｍ
１０
：
００�

●
参 

加 

料
：
１
、０
０
０
円（
保
険
料
、温
泉
入
浴
券
含
む
）�

●
申
込
締
切
：
平
成
２０
年
７
月
７
日（
月
）必
着�

●
お
問
合
せ
先
：
山
霧
ロ
ー
ド
ラ
ン
大
会
事
務
局
　
田
村�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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１
６
０
３�

�

　ゴールデンウィーク中の５月４日（日）に、川口
富多美さん、伸江さんの結婚式が行われました。
神門神社で挙式をあげた後、区内の旅館で披
露宴がおこなわれ、地元の方や同級生を中心
に９５名の方が出席し、式を盛り上げました。�

　５月２４日（土）渡川小学校集会所において、若杉伸
児さん、さおりさんの結婚式・披露宴がおこなわれまし
た。地元で挙式が行われるのは１０年ぶりで、組合員
を中心に手作りの横断幕や飾りつけなどをおこない、
地元住民一体となって、二人の門出を祝いました。�

　今年も夏季操法大会に向けての、各部の訓練が始まりました。今年は７月１２日（土）
に町の大会が開催されます。日々の仕事が終わった後での訓練は大変なところもあ
りますが、小型ポンプ・積載車とも好成績を目指して、班員を中心に頑張っています。�
　また、今年は小型ポンプについては、全国大会が開催されますので、大会出場を
目指し、各部とも一層訓練に熱が入っています。�
　南郷分団各部の活躍を期待しましょう！�
�

　
全
日
本
ラ
リ
ー
の
第
４
戦
、「
ひ
む
か

ラ
リ
ー
08�
in
美
郷
」が
５
月
30
日
か
ら
６

月
１
日
ま
で
、
主
に
南
郷
区
内
の
林
道
を

使
用
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
競
技
に
先
立
っ
て
30
日
に
は
、
南
郷
中

学
校
へ
ラ
リ
ー
車
４
台
と
ド
ラ
イ
バ
ー
、

コ
．ド
ラ
イ
バ
ー
８
人
が
訪
問
し
、
生
徒

と
の
交
流
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ラ
リ
ー
の

魅
力
や
レ
ー
ス
の
話
し
な
ど
を
聞
い
た
後
、

実
際
の
ラ
リ
ー
車
に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
、

生
徒
達
は
ボ
ン
ネ
ッ
ト
の
中
を
覗
き
こ
ん

だ
り
、
座
席
に
座
っ
た
り
し
て
思
い
思
い

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。�

　
翌
31
日
に
、
南
郷
支
所
下
で
セ
レ
モ
ニ

ー
ス
タ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
参
加
28
台
の
色

と
り
ど
り
の
ラ
リ
ー
車
が
、
町
内
外
の
観

衆
に
応
援
さ
れ
な
が
ら
、コ
ー
ス
へ
と
出

発
し
て
い
き
ま
し
た
。�

　
コ
ー
ス
内
に
設
置
さ
れ
た
観
戦
場
所

に
は
３
０
０
人
を
超
え
る
観
客
が
、
ラ
リ

ー
車
の
通
過
を
待
ち
受
け
、エ
ン
ジ
ン
音

を
轟
か
せ
な
が
ら
、
目
の
前
を
通
り
過
ぎ

て
い
く
迫
力
あ
る
走
り
に
魅
入
っ
て
い
ま

し
た
。�

　
今
年
は
美
郷
町
で
の
開
催
が
２
回
目

と
な
っ
た
た
め
、
昨
年
を
大
幅
に
上
回
る

観
客
が
観
戦
に
訪
れ
、
県
内
以
外
に
も

県
外
か
ら
の
熱
心
な
ラ
リ
ー
フ
ァ
ン
が
多

数
来
町
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参
戦
者

か
ら
も
好
評
で
、「
典
型
的
な
山
岳
ラ
リ

ー
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
」「
地
元
北
海
道

を
走
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
」な
ど
の

感
想
が
閉
会
式
で
は
出
て
い
て
、
観
客
・

参
加
者
と
も
に
ラ
リ
ー
を
た
ん
の
う
し

た
３
日
間
で
し
た
。�

�



平成20年７月（16）�平成20年７月（17）�

�

�

　みなさんが、北京オリンピック最終予
選を、テレビの前で手に汗握り観戦し
ているなか、西郷区でも６月２日から６
日の５日間、西郷バレーボール協会主
催バレーボール大会が開催されました。�
男女各７チームの出場があり、熱戦が
繰り広げられました。�
　大会の結果については、男子の部は、
若宮フィーバー、女子の部はオレンジ
が優勝しました。�
　どちらのチームも若宮地区を中心と
するメンバーで編成されており、見事
アベック優勝を成し遂げました。�

　０歳からの乳幼児とお母さんを対象に、絵本
や手遊びをして遊んでいます。�
　あかちゃんには、絵本との出会いの場、お母さ
んには息抜きの場になればと思っています。簡
単な手作りおもちゃや、季節感を取り入れた工
作にお母さん同士のおしゃべりも弾んでいるよう
です。育児・地域の情報交換にもなるようです。�
　参加費は無料で予約・受付等はありませんので、
お子さんとお母さんの都合のよい時に気軽に参
加してください。（担当：黒木）�
�
　●日時 ： 毎月　第１・３水曜日�
　　　　　 午前10時30分から�
　●場所 ： 西郷図書館�
　●問合せ先 ： 166 - 2636�
�

　本町の合併と同時に設立された美郷文芸の会〈会長中邑
喜久士〉がこのたび『美郷文芸八号』を発行しました。�
　今号は、民話・伝説・随筆・小説・短歌・俳句・川柳・詩など
全97ページ、延べ49人が投稿し、また、町民が気軽に参加で
きるよう特集「しめきり」を組むなど多彩な内容となっています。
ぜひ多くの町民の方に読んでいただきたいと思います。　　
　また、美郷文芸の会は、現在、会員及び固定読者を募って
います。本会は、郷土色豊かな文芸を目指し、年四冊（季刊号）
の発刊を編集方針に活動し、現在、会員・固定読者含めて
202名が加入しています。どなたでも自由に参加できます。�
�
 美郷文芸の会への問合せ 美郷町 南郷区 川野一郎 　　
　　　　　　　　　　　　　　　 西郷区 藤本　茂�
　　　　　　　　　　　　　　　 北郷区 岩倉　朗 まで�

【日　時】　７月20日（日）�
　　　　　神事：午前９時30分～�
　　　　　釣り大会：午前10時～�
　　　　　つかみどり：午前10時30分～�
�
【場　所】　おせりの滝河川　プール　　　　　�
【参加料】　小学生以上200円�
【その他】　釣竿、エサは各自で用意してください。�
�
　河川プールは、７月20日から８月31日までの間、午
後１時から午後４時まで開設されます。�
　なお、雨天の場合は、河川が増水しますので遊泳
を禁止します。�
�
�

●小川川セーフティランド河川プール�
【日　時】７月19日（土）�
　　　　神事：午前10時～�
　　　　魚つかみどり：午前10時30分～�
【場　所】小川川セーフティランド　　�
【参加料】小学生以上200円�
【その他】つかみどり大会は、軍手（木綿
の手袋）を使うのは構いませんが、網を使
ってはいけません。�

�
●おせりの滝河川プール�
【日　時】７月20日（日）�
　　　　神事：午前９時30分～�
　　　　釣り大会：午前10時～�
　　　　魚つかみどり：午前10時30分～�
【場　所】おせりの滝河川プール�
【参加料】小学生以上200円�
【その他】釣竿、エサは各自で用意してく
ださい。�
�
　河川プールは、７月20日から８月31日ま
での間、午後１時から午後４時まで開設さ
れます。�
　なお、雨天の場合は、河川が増水しま
すので遊泳を禁止します。�
�
�

　
美
郷
町
西
郷
区
・
日
向
市
の

拳
士
達
24
名
が
参
加
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
が
、６
月
８
日（
日
）

に
田
代
小
学
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
規
定
組
演
武
と
乱
捕
が
行

わ
れ
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。�

�【
規
定
組
演
武
】�

・
６
級
〜
４
級
の
部�

　
最
優
秀
賞�

　
　
菊
池
駿
輔
・
黒
木
智
瑛
組�

　
努
力
賞�

　
　
菊
池
駿
輔
・
菊
池
綾
乃
組�

�

・
３
級
〜
１
級
の
部�

　
最
優
秀
賞�

　
　
森
川
和
・
松
浦
美
由
紀
組�

�【
乱
捕
】男
子�

・
小
学
４
年
生
の
部�

　
努
力
賞
　
菊
池
駿
輔�

�【
乱
捕
】女
子�

・
小
学
３
年
生
の
部�

　
最
優
秀
賞
　
菊
池
綾
乃�

・
小
学
４
年
生
の
部�

　
最
優
秀
賞
　
黒
木
智
瑛�

・
小
学
６
年
生
の
部�

　
最
優
秀
賞
　
森
川
和�

�

■
少
林
寺
拳
法
拳
士
募
集�

　
小
学
生
か
ら
一
般
の
拳
士
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
週
月
曜

日
と
水
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
、

西
郷
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
是
非
一
度
見
学

に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。�

�

代
表
者
　
織
田
富
生�

（
連
絡
先
）1 

66 - 

３
６
１
０�

美
郷
町
役
場
西
郷
支
所�

福
祉
保
健
課（
後
藤
）ま
で�

�

　去る5月28日（水）美郷町役場前におい
て献血を実施しましたところ、多数の皆様
にご協力いただきました。�

　県内の献血者が年々減少し、輸血用の血液が大変不足して困ってい
る中、献血されました皆
様には厚くお礼申し上
げます。�
　今後とも献血事業の
推進にご理解とご協力
を賜りますようお願いい
たします。�
�

　
今
年
度
も
、
本
町
の
誇
り
と
す

る
歌
人
、
小
野
葉
桜
を
広
く
永
く

顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
詩

歌
の
発
展
と
文
化
の
向
上
を
目
指

し
、
第
20
回
葉
桜
短
歌
賞
の
作
品

を
募
集
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
、
葉
桜
同

様
に
本
町
の
出
身
で
、
癌
を
病
む

自
身
を
見
つ
め
な
が
ら
、
歌
集「
反

魂
草
」に
そ
の
思
い
を
直
に
訴
え
、

第
６
回
駿
河
梅
花
文
学
賞
を
受
賞

さ
れ
た
藤
田
世
津
子
さ
ん(

平
成

16
年
永
眠)

の
生
涯
と
そ
の
作
品
を

顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
藤
田

世
津
子
賞
」を
設
け
ま
し
た
。(

葉

桜
短
歌
賞
応
募
作
品
の
中
か
ら
１

首
選
定)�

　
是
非
、
多
く
の
皆
様
に
応
募
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。�

�

第
20
回
葉
桜
短
歌
賞�

　
主
催 

美
郷
町
・
葉
桜
顕
彰
会�

　
後
援 

美
郷
町
教
育
委
員
会 �

　
　
　 

美
郷
文
芸
の
会�

�〔
募
集
方
法
〕�

　
未
発
表
作
品(

３
首
連
記)�

　
テ
ー
マ
は
自
由�

　
官
製
葉
書
に
よ
る�

※
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
葉
　

書
の
表
に
明
記
の
こ
と�

�〔
募
集
期
間
〕�

　
９
月
１
日(

月)

締
切(

当
日
消
印
有
効)�

��

〔
選
者
〕�

　
伊
藤 

一
彦(
歌
人)�

　
長
尾
　
勇(
美
郷
町
教
育
長)�

　
石
井
啓
夫�

　(

美
郷
文
芸
の
会
副
会
長)�

�〔
応
募
先
〕�

　
美
郷
町
教
育
委
員
会�

　
1
０
９
８
２ - 
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2
1
3
0
�

������������「
悲
し
き
矛
盾
」か
ら�

　
看
板
の
鬼
が
ま
は
せ
る
火
の
車�

　
旋
風
機
に
似
て�

　
を
か
し
か
り
け
る�

�(

解
説)

　
　
蕨
野
　
育�

　
罪
あ
り
て
、
地
獄
行
き
と
な
っ
た

亡
者
を
燃
え
さ
か
る
車
に
乗
せ
て

獄
卒
の
鬼
が
送
る
と
い
う
。
客
寄
せ

に
小
屋
の
看
板
に
上
げ
た
鬼
が
回

す
火
の
車
も
、
扇
風
機
の
よ
う
で
何

だ
か
お
か
し
い
と
。�

　
　
　
　
　�

 ���

　
子
ど
も
に
、
生
き
る
う
え

で
の
創
造
力
・
楽
し
み
・
自

信
を
も
た
せ
、
心
の
豊
か
さ

や
た
く
ま
し
さ
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
の
間
一

般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
も

同
時
に
募
集
し
ま
す
。�

�

●
日
　
時
　
平
成
２０
年
７
月
１8
日(

金)

〜
７
月
２0
日(

日)

予
定�

�

●
場
　
所
　
西
郷
区
内�

�

●
対
象
者
　
小
・
中
・
高
校
生（
但
し
、小
学
１
・
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
）�

�

●
主
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動�

　
食
事
づ
く
り
　
野
外
映
写
会
　
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
等�
�

●
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
西
郷
事
務
所 

1
66 - 
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０

　�
�

 



平成20年７月（18）�平成20年７月（19）�

�

　6月10日、宇納間地蔵尊で有名な全長寺本堂で落語
会が開催されました。�
　これは、町観光協会北郷支部（岡田憲幸支部長）と北
郷区文化協会（佐藤源三郎協会長）が主催して今年初
めて行ったもので、日本古来の伝統芸能にふれ、楽しん
でもらおうと企画したものです。　町内外から約１００名
が畳７２畳敷きの本堂に集いました。�
　当日の6時30分の開演には真打である春風亭柳之助
師匠が登場、何でも知っているふりをする住職の失敗話
などを、落語独特の語りで参加者を魅了しました。�
　また、宮崎県アマチュア落語界の草分け的存在である
延岡市在住の林家九蔵師匠も「ちりとてちん」などの落語
を披露されました。�
　参加者のなかには落語を初めて聞いたという人も多く、
開場は笑いに包まれていました。�
�

　６月１日東京都で関東五十鈴会（泉田弘会長）が開
催され、当日は会場の青山会館に３７名が集いました。�
　関東五十鈴会は、北郷区出身で現在、関東地域に
在住している方々で構成されており、美郷町からは北
郷区の鶴田副町長が出席し、美郷町の近況、ふるさ
と北郷の話題の報告をしました。�
　また、在東京門川町人会会長の岩切徹氏も来賓と
して来られ、お互いに五十鈴川流域の出身者同士、こ
れからも交流を深めましょうとあいさつされました。�
�
�

�

　
５
月
29
日
、
豊
見
城
市
の
宇
納
間
会（
當
銘
保

信
会
長
）の
12
名
が
北
郷
区
に
来
区
さ
れ
ま
し
た
。�

　
宇
納
間
会
は
、
戦
時
中
に
沖
縄
県
の
豊
見
城

村
よ
り
北
郷
村
に
疎
開
し
た
方
々
で
結
成
さ
れ

た
組
織
で
、
旧
豊
見
城
村
と
北
郷
村
の
姉
妹
都

市
盟
約
締
結
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
で
す
。�

　
姉
妹
都
市
盟
約
を
結
ん
で
か
ら
20
年
の
節
目

を
迎
え
た
今
年
、
新
た
に
豊
見
城
市
と
美
郷
町
の

姉
妹
都
市
盟
約
更
新
事
業
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に

ぜ
ひ
思
い
出
の
地
北
郷
を
巡
り
た
い
と
い
う
宇
納

間
会
の
希
望
に
よ
り
今
回
の
訪
問
が
実
現
し
ま
し

た
。�

　
当
日
は
、
思
い
出
の
北
郷
小
学
校
を
訪
問
し
、

北
郷
で
の
戦
時
中
の
思
い
出
な
ど
を
話
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
北
郷
尋
常
高
等
小
学
校
開
校
記
念
の
日
の
歌

を
生
徒
と
共
に
歌
い
、
校
舎
の
面
影
を
た
ぐ
り
当

時
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
午
後
か
ら
は
林
業
セ
ン
タ
ー
で
北
郷
同
窓
生
主

催
の
歓
迎
会
も
行
わ
れ
、
会
員
の
方
に
よ
る
琉
球

舞
踊
や
琉
球
古
典
太
鼓
な
ど
の
披
露
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
同
窓
生
と
の
久
し
ぶ
り
の
対
面
に
話
は

尽
き
ず
、
再
会
の
約
束
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。�

�

　
５
月
25
日（
日
）北
郷
商
工
会
青
年
部

O
B
会（
竹
内
勝
己
会
長
）が
主
催
す
る

「
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ｉ
ｎ
北
郷
」

が
快
晴
の
も
と
、
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
九
州
大
学
サ
イ
ク
リ
ン
グ
同

好
会
や
田
中
サ
イ
ク
リ
ン
グ（
延
岡
市
）

な
ど
、
団
体
や
個
人
76
名
の
参
加
者
が
集

い
ま
し
た
。
開
会
式
終
了
後
、
午
前
９
時

に
手
づ
く
り
屋
北
の
郷
を
ス
タ
ー
ト
し
、

北
郷
区
内
を
ほ
ぼ
一
周
す
る
45�
㌔
コ
ー
ス

（
34
名
参
加
）と
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
走
る

20�
㌔
コ
ー
ス（
42
名
参
加
）を
思
い
思
い
に

楽
し
み
ま
し
た
。�

　
競
技
終
了
後
に
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会

も
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は
一
喜
一
憂
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
昼
か
ら

は
小
原
集
会
施
設
で
交
流
会
が
行
わ
れ
、

参
加
者
ら
は
北
郷
特
産
の
豆
腐
の
揚
げ

や
焼
肉
な
ど
に
舌
鼓
を
う
ち
、
地
元
住
民

ら
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。�

��

�
�
�
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